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歯科材料が身体に及ぼす悪影響を知る
nterv iewI

　「日常的にセットしている補綴物が、知らないうちに患者さんの身体に悪影
響を及ぼしてしまっている可能性は、歯科医師の予想よりはるかに高いと思わ
れる」と警鐘を鳴らす中垣氏。中垣氏は、患者さんの身体的不調を、咬合の見
直しと補綴物の置換によって改善しているのですが、それらは、裏返せば歯科
が作り出してしまっている不調ということになります。
　患者さんの受けるダメージは、「元々の体質」「口腔内リスク」「環境リスク」と
いったさまざまな要因が絡み合い、個人差も大きいのですが、少なくとも口腔
内リスクについては、歯科医師が知っておく必要があるのではないでしょうか。
　中垣氏に、「臨床的実感から、どのような歯科材料が身体に悪影響を及ぼす
と感じているか」「どのように診断・治療しているか」等について伺いました。 中垣直毅氏

Nakagaki Naoki

大阪府開業

歯科材料           が
身体に及ぼす悪影響を知る

材質

元々の体質

環境リスク
高圧電線
パソコン
携帯電話 等

口腔内リスク口腔内リスク
歯科材料 等

慌爪びべハｙ佇裾

箔僣保台

箔蒋楓炊叩

形状

口腔内リスク口腔内リスク

口腔内の有害歯科金属の除去によって、アレル
ギーが改善した症例。

金属イオンが溶出して黒く変色し
ている歯肉。

元々の体質

環境リスク口腔内リスク体内の、水銀等の有害ミネラルを
チェックするのに毛髪検査（ら・べ
るびぃ予防医学研究所）を活用。

患者さんの
ダメージ
患者さんの
ダメージ
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（左）心地良い雰囲気の診療室。天然木をふんだんに使い、身体に害のない接着剤
を使用している。ユニットは7台（うち3台が完全個室）で、それぞれ大小の液晶モ
ニターを設置。歯科の重要性を時間をかけて患者さんに説明している。
（右上）個室の待合室。至る所に窓があり、どの部屋にも自然光が入る。
（右下）医院外観。1階は連携先の内科クリニック。

歯
科
材
料
、
咬
合
に
着
目
し
た
理
由

自
ら
が
学
生
時
代
、

頭
痛
と
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
た

　

当
院
に
は
、
一
般
的
な
歯
科
治
療
を
目
的
と
し

た
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
頭
痛
、
肩
凝
り
、
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
な
ど
を
主
訴
と
し
た
患
者
さ
ん
も

多
く
来
院
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
歯
科
材

料
と
咬
合
を
見
直
す
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
全
身

的
な
疾
患
・
不
定
愁
訴
を
解
消
す
る
治
療
」に
絞

っ
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
治
療
に
着
目
し
た
の

は
、
私
自
身
、
歯
科
大
学
の
学
生
時
代
、
重
度
の

頭
痛
と
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
を
医
師
か
ら
勧
め
ら
れ
た

際
、
何
と
か
し
て
手
術
を
避
け
よ
う
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
本
を
読
ん
で
勉
強
す
る
う
ち
、
歯
が
原
因
で

は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
生
に
会
い
、
咬
合
と

身
体
の
ひ
ず
み
を
整
え
、
歯
科
材
料
を
置
き
換
え

て
も
ら
う
こ
と
で
、
身
体
の
不
調
が
解
消
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
開
業
前
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
治
療

が
で
き
る
医
院
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
多
く
、
開
業
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
材

料
や
咬
合
、
そ
の
他
の
勉
強
に
は
、
か
な
り
の
時

間
と
費
用
を
費
や
し
ま
し
た
。
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「
医
科
・
歯
科
」「
東
洋
・
西
洋
医
学
」連
携

科
に
と
ら
わ
れ
な
い
治
療
を

　

当
院
は
、
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
内
科
・
漢
方
内

科
・
心
療
内
科
）の
医
師
と
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
著
名
な
白
石
宏
氏
と

と
も
に
、「
医
科
・
歯
科
」「
西
洋
医
学
・
東
洋
医
学
」

の
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
で
内
科
に
訪
れ
た
患
者
さ

ん
に
対
し
、
一
般
の
治
療
を
し
て
も
改
善
が
見
ら

れ
な
い
場
合
、
歯
科
で
歯
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
」「
身

体
の
ゆ
が
み
や
凝
り
な
ど
が
、
整
体
や
鍼
灸
で
解

消
し
な
い
場
合
、
口
腔
内
の
補
綴
物
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
る
」「
身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
補
綴
物
を
除
去
し
て
も
改
善
が
見
ら

れ
な
い
場
合
、
毒
素
の
排
出
を
促
す
る
た
め
に
漢

方
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
使
う
、
鍼
治
療
を
行
う
」

な
ど
、
協
力
し
合
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

現
代
医
療
で
は
、
完
全
に
科
を
分
け
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
る
弊
害
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

診
断

脳
反
射―

筋
肉
反
射
検
査
法

電
流
測
定
器
を
使
用

　

初
診
の
患
者
さ
ん
に
は
、
ま
ず「
皮
膚
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ら
皮
膚
科
に
、
腰
痛
な
ら
整
形
外
科
に
、

頭
痛
な
ら
内
科
や
脳
神
経
外
科
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
こ
で
改
善
し
な
か
っ
た
場
合
に
初
め
て
歯

科
の
問
題
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
」と
伝
え
て
い
ま

（左）診療室1階部分にある、連携している「みきこクリニック」。（中）中垣美紀子院長。（右）排毒を促すために用いる点滴液。

（左）白石氏が整体や鍼灸を施す際に使っている整
体用の施術室。日常的には、身体の調整やバイオレ
ゾナンス・メソッド療法を行うために使用している。
中垣氏は、白石氏と連携して、プロ野球選手や五輪
選手などのトップアスリートの治療を行うことも。
主な目的は、パフォーマンスの向上と、ケガの治療・
予防で、通常より精度の高い咬合調整が求められる。
（右）波動を調整することで臓器の異常を改善した
り、体内にたまった金属の排毒を促したり、自己免
疫力を高めたりするバイオレゾナンス・メソッド療法
（ドイツ発）に用いる『ポラー1000』。

医師

トレーナー

中垣美紀子院長

白石宏氏

（内科・漢方内科・心療内科）

（世界のトップスポーツトレーナー／
鍼灸師：アメリカ№1鍼灸師に選ばれ
たこともある）
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果
を
出
す（
患
者
さ
ん
の
主
訴
を
改
善
す
る
）こ

と
で
納
得
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
材
料
は
？

「
ノ
ン
メ
タ
ル
な
ら
安
全
」
？

　

現
在
、
メ
タ
ル
の
補
綴
物
が
身
体
に
与
え
る

影
響
が
世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
中

で
、
日
本
で
そ
の
よ
う
な
声
を
あ
ま
り
聞
か
な
い

こ
と
に
は
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。
例
え
ば
、

・
ア
マ
ル
ガ
ム（
水
銀
が
50
％
含
ま
れ
て
い
る
）

・ 

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金（
リ
ン
パ
球
幼
若
化
テ

ス
ト
と
い
う
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
で
は
、
約

半
数
の
人
に
陽
性
反
応
が
出
る
）

・ 

ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ム（
国
際
が
ん
研
究
機
関
の

発
が
ん
性
が
認
め
ら
れ
る
物
質
の
一
覧
に
含
ま

れ
る
）

と
い
っ
た
材
料
が
い
ま
だ
に
保
険
収
載
さ
れ
て
い

る
の
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

　

最
近
、電
磁
波
過
敏
症
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

慢
性
疲
労
症
候
群
の
患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、

電
磁
波
過
敏
症
に
よ
る
も
の
だ
と
警
告
し
て
い
る

医
師
も
い
ま
す
。
こ
の
電
磁
波
を
集
め
る
ア
ン
テ

ナ
の
役
割
を
果
た
し
て
し
ま
う
の
が
、
金
銀
パ
ラ

ジ
ウ
ム
合
金
、
ア
マ
ル
ガ
ム
、
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ

ム
、
銀
合
金
、
金
合
金
、
チ
タ
ン
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
ノ
ン
メ
タ

ル
の
補
綴
物
は「
審
美
的
に
優
れ
て
い
る
し
、
身

体
に
も
優
し
い（
特
に
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
有

効
）」
と
支
持
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
院

（上）口腔内電流を測定することができ
る『オーラルテクター』と『ゼロテクタ
ー』。
（左）一時的に電流を除去することがで
きる帯電除去棒（ガルバデトックス）。

ま
す
。

そ
の
他
、
診
断
に
は
、
口
腔
内
電
流
を
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
る『
オ
ー
ラ
ル
テ
ク
タ
ー
』や

『
ゼ
ロ
テ
ク
タ
ー
』
も
使
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
電

流
の
測
定
だ
け
で
な
く
、
一
時
的
に
歯
に
た
ま
っ

た
電
流
を
放
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
れ

に
よ
り
患
者
さ
ん
の
訴
え
る
身
体
症
状
が
軽
減
す

れ
ば
、
補
綴
物
の
撤
去
前
に
、
電
流
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
ほ
ぼ
特
定
で
き
ま
す
。

脳
反
射―

筋
肉
反
射
検
査
法
に
つ
い
て
は
、
ド

ク
タ
ー
、
患
者
さ
ん
を
問
わ
ず
、
懐
疑
的
な
意
見

を
持
つ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
結
局
は
、
結

す
。
最
初
か
ら
、「
身
体
の
問
題
は
、
す
べ
て
歯

か
ら
」と
い
う
期
待
を
持
た
れ
た
状
態
で
は
、
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。

歯
科
材
料
や
咬
合
と
身
体
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
説
明
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
診
断
に
入
る

前
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
歯
科
衛
生
士
に

説
明
さ
せ
て
い
ま
す
。

「
首
が
回
ら
な
い
」「
ひ
ざ
が
痛
い
」「
腕
の
し
び

れ
が
取
れ
な
い
」と
い
っ
た
不
定
愁
訴
を
抱
え
る

患
者
さ
ん
に
対
す
る
診
断
は
、
主
に
脳
反
射―

筋

肉
反
射
検
査
法
に
よ
っ
て
原
因
を
特
定
し
て
い
き

　心電図は、心臓の電気の図。脳波
も、脳で発生する微弱な電流を測定
し、身体の司令塔である脳の機能を
判定するもの。脳死、心停止といっ
た生死を判定する程重要な臓器は、
電気の影響を受けている。
　脳と心臓の間にある口腔内で、大
きな電流が発生しているのに、「問
題がない」といえるのだろうか。
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全身に影響を及ぼすと考えられる歯科的要素

　中垣氏の今までの治療経験からも、歯科材料による身体への影響には個人差があり、「これは絶対に危険」
「これは安心」ということは一概にいえないという。一般に言われているように、メタル系だけがトラブルの
元になるわけではなく、ノンメタルの補綴物を除去して改善する例も少なくない。劣化したレジンも要注意！

・ 咬合（中心位、前方運動、左右側方運動の
接触、歯や冠の形態、隣在歯のコンタクト
の強弱、義歯床の外形、親知らずなど）の
ズレが生じることで、頭蓋骨や首や背骨、
仙骨や骨盤がひずみ、体に負荷がかかる。
それが血行障害や神経障害なども引き起こ
すことにつながる。

■ 咬合

■ 口腔内細菌

歯周病原菌が、全身疾患（糖尿病、動脈硬化、高血圧、心臓病、肺炎、早産など）と関係がある。

■ 歯科材料

① 金属イオンの溶出
　 内臓に沈着 → 臓器機能障害（脳、肝、腎など）、アレルギー、免疫力の低下、老化などが起こる。
　 金属イオンは脂肪にたまりやすい特徴がある。

② 電流発生
　 電気が発生しやすい材料（特に金属）が入っていることで、身体に悪影響を及ぼしてしまう。

③ 電磁波集積
　  アンテナの役割を果たす材料（特に金属）が、周囲の電磁波を自分の身体に集めてしまい、電磁波障
害を起こす。

■ 病変

根尖病巣、歯肉の炎症、智歯周囲炎、感染歯質、ボーン・キャビティーなど。

　咬合調整の前に、必ず身体の調整を行う必要がある。支
持骨を調整し、身体の重心のゆがみを改善するだけで、顎
関節や咬合の異常、歯の痛みといった口腔内症状や、不定
愁訴が改善する例はかなり多い。

注意
！

・ 歯の連結は、脳
脊髄の流れを
妨げるので要注
意。

支持骨

頭蓋骨

仙骨

脳脊髄液




